
昭和４５年４月 ・１市２町２ヵ村による広域消防組合発足。（館林市、板倉町、明和村、

千代田村、邑楽町）

（消防組合発足昭和４５年４月１日群馬県指令地第１２２号）

・４月１日現在、定員１７９名、実員６０名、同年中２０名採用、実員

８０名となる。

昭和４５年１２月 ・組合消防初代消防長に吉田健一郎が就任。

昭和４６年３月 ・板倉分署新庁舎完成、移転。

昭和４６年４月 ・邑楽水害予防組合が発展的に解消し邑楽館林水防事務組合

が設立され、その事務を消防本部で執行。

・明和、千代田、邑楽分署 庁舎完成。

昭和４７年４月 ・邑楽館林水防事務組合を解散し消防組合に包含。

・水防管理団体指定（昭和４７年４月１日群馬県指令河第１０８号）

・消防団を消防組合消防団に一本化し支団制を執行。

昭和４７年１１月 ・東北道縦貫自動車道開通に伴い火災、救急業務開始。

昭和４９年３月 ・館林市美園町７番３号に消防本部及び消防署新庁舎完成。同年

５月に移転。

昭和４９年４月 ・条例定数を減少し、定員１３９名、その他職員２名となる。職員１４名採用、

実員１２８名となる。

昭和４９年１２月 ・特別操法隊、レンジャー隊発足。

昭和５１年６月 ・救助艇隊発足、本署に救助艇を配備。

昭和５４年８月 ・消防本部機構改革、警防課が新設され、３課１室８係となる。

昭和５５年４月 ・職員２名採用、実員１４１名となる。

昭和５６年４月 ・第２代消防長に金子喜久男が就任。

昭和５７年４月 ・千代田村が町制を施行、千代田町となる。

昭和５７年７月 ・通信指令室に２係を新設、３課１室９係となる。

昭和５８年１０月 ・３５ｍ級梯子付消防自動車を導入。

昭和５８年４月 ・消防本部及び消防機構改革、本部に本部次長・参事・課長・

主幹・係長・主査・主任、署に司令以下（本部の主幹以下）の職制

を採用。消防署の中隊を消防第一係・第二係と改称。庶務係・

予防係を新設。消防団事務を消防署で執行。

昭和５９年４月 ・消防組合消防団の支団制を廃止し、消防団制を執行。

昭和６１年４月 ・条例定数改正により、消防吏員１６２名、その他職員２名となる。

昭和６３年３月 ・組合議会議員定数改正、各市町村の議員の任期満了によりそれぞれ

１名減員し、１１名構成となる。

平成元年５月 ・北出張所庁舎完成（開所）。

平成２年３月 ・化学消防自動車を導入。

平成３年１１月 ・整備工場を細内町（北出張所隣接）に移設。

平成４年４月 ・条例改正により、定数１７６名、職員４名採用、実員１６１名となる。

平成４年１２月 ・救助工作車を導入。

平成５年４月 ・消防署に係制を敷き、庶務係・予防係・警防係・消防団係・救急係・

救助係を設置する。

平成６年５月 ・組合初の救急救命士誕生。

平成８年３月 ・庁舎増築（指令室、作戦指令室、会議室、機械室、救急隊員控室、

救急資器材倉庫、救急用消毒室、車庫）

・高規格救急自動車を導入。

平成９年３月 ・消防緊急指令施設（Ⅱ型）更新、ＯＡ化に伴い各課、各署に

ＯＡ端末機を導入。

平成９年４月 ・第３代消防長に金子政雄が就任。

平成１０年１０月 ・明和村が町制を施行、明和町となる。

平成１２年１０月 ・条例定数改正により、消防吏員１８１名、その他職員２名となる。

平成１４年４月 ・西分署新庁舎完成。

平成１６年４月 ・第４代消防長に荒井榮一が就任。

平成１９年３月 ・明和町南大島２６５番地１に明和分署新庁舎完成、移転。

平成２０年４月 ・第５代消防長に田中栄が就任。

平成２０年５月 ・邑楽町大字中野２６４７番地１に邑楽分署新庁舎完成、移転。

平成２１年３月 ・板倉町大字板倉３４２７番地の５に板倉分署新庁舎完成、移転。

平成２２年３月 ・千代田町大字萱野１２１８番地の１に千代田分署新庁舎完成、移転。

平成２２年４月 ・板倉分署、明和分署、千代田分署、邑楽分署を消防署に組織改編。

平成２３年４月 ・第６代消防長に小林博が就任。

平成２５年３月 ・重機（３ｔ級）、重機搬送車が総務省消防庁より貸与される。

平成２５年４月 ・消防救急デジタル無線を導入。

平成２５年７月 ・特別救助隊、指揮隊を発足。

平成２６年４月 ・第７代消防長に小山雅則が就任。

・条例定数改正により、消防吏員１９１名となる。

平成２７年３月 ・通信指令装置（指令系）を更新。

平成２８年４月 ・第８代消防長に峰岸一弘が就任。

平成２９年４月 ・危険物安全協会と防火対象物連絡協議会が合併し、館林地区防火

安全協会となる。

平成２９年６月 ・消防本部 館林消防署新庁舎 設計業務委託。

平成３０年４月 ・第９代消防長に福地保幸が就任。

平成３０年８月 ・消防本部 館林消防署新庁舎 設計業務完成。

平成３０年１０月 ・消防本部 館林消防署新庁舎 建設工事着工。

令和２年３月 ・消防本部 館林消防署新庁舎 完成。

令和２年４月 ・消防本部 館林消防署新庁舎 開署。



館林地区消防組合消防本部

〒３７４－００１５ 群馬県館林市上赤生田町４０５０－１

総務課

館林消防署

明和消防署

北 分 署

庶務係 ℡ ０２７６－７２－７２２９ 企画広報係・会計係 ℡ ０２７６－７２－８３６０

設備係 ℡ ０２７６－７２－８３６３

警防係 ℡ ０２７６－７２－８３６１ 装備係 ℡ ０２７６－７２－８３６２

保安係 ℡ ０２７６－７２－８３６４

救急管理係 ℡ ０２７６－７２－８３６８

予防係 ℡ ０２７６－７２－８３６６予防課

警防課

通信指令課 ℡ ０２７６－７２－３１７０

FAX ０２７６－７２－８３８６

FAX ０２７６－７２－３３１８

総務・警防・予防課（共通FAX）

西 分 署

板倉消防署

千代田消防署 邑楽消防署

〒３７４－００１５ 群馬県館林市上赤生田町４０５０－１

℡ ０２７６－７２－８３６９ FAX ０２７６－７２－８３６５

〒３７４－００５７ 群馬県館林市北成島町１６４７－１

℡ ０２７６－７５－６６５６ FAX ０２７６－７５－６７１９

〒３７４－０００８ 群馬県館林市細内町６８７－３

℡ ０２７６－７２－６４４１ FAX ０２７６－７２－００９４

〒３７０－０７２２ 群馬県邑楽郡千代田町大字萱野１２１８－１

℡ ０２７６－８６－３２０２ FAX ０２７６－８６－４８１０

〒３７４－０１３２ 群馬県邑楽郡板倉町大字板倉３４２７－５

℡ ０２７６－８２－１１３８ FAX ０２７６－８２－２３８７

〒３７０－０７０１ 群馬県邑楽郡明和町南大島２６５－１

℡ ０２７６－８４－３１３１ FAX ０２７６－８４－５３７８

〒３７０－０６０３ 群馬県邑楽郡邑楽町大字中野２６４７－１

℡ ０２７６－８８－５５５１ FAX ０２７６－８８－８７５１

ごあいさつ

館林地区消防組合 管理者 須藤 和臣

館林地区消防組合は、昭和45年4月1日に、館林市、板倉町、明和村（現明和町）、千代田村（現千代田

町）、邑楽町の1市2町2村で組織する一部事務組合として発足いたしました。1本部1署4分署、職員60名の

体制から業務を開始し、早50年、現在は1本部5署2分署、職員数は191名となりました。

消防組合50年の歴史を こうして綴られますのも、構成市町をはじめ消防組合議会、消防団、そして地

域住民の皆様からのご理解、ご協力があればこそと、心より感謝申し上げます。

昨今、消防の役割は火災の対応のみならず、防災へと範囲を広げています。近年、日本列島における

災害が大規模化、そして常態化しているからです。毎年のようにやって来る大型台風、局地的集中豪雨

は、その一例です。水防への対応の比重が確実に増えてまいりました。

一方、社会は高齢化の一途をたどり、救急車の出動の需要は年々増加し続けています。今後、消防の担

う役割は、ますます多角的とならざるをえないでしょう。

組合結成50年を迎える今日、私達は改めて、如何なる災害、試練が来ようとも、強く立ち向かわんと

する志を、一同と共有し、出発いたしました。

「Ｂｅ ｐｒｅｐａｒｅｄ」（常に備えよ）

出初め式にて申し上げた今年のスローガンです。自然の脅威の前では、時に人は無力となります。だか

らこそ、今この時、自助力、共助力、公助力をしっかりと備えて、地域防災に最善を尽くすことが、生きる

者全ての使命だと考えております。

消防組合は、これからも、そのフロントラインに立ってまいります。今後も地域住民の皆様に心から信頼

されるよう、そしてまた関係各機関としっかり協力して、その役割を果たせるよう全力を尽くしてまいり

ます。どうぞこれからも変わらぬご支援・ご協力のほどお願い申し上げながら、ここに挨拶とさせていた

だきます。

当消防組合は、昭和４４年国の重点施策に基づく広域市町村圏整備計画に沿い、施設の整備強化を図り、火災

及び地震等の災害から地域住民を保護し、社会公共の福祉の向上を積極的に推進しようという機運が高まり、

館林市、板倉町、明和村（明和町）、千代田村（千代田町）、邑楽町の１市２町２村で構成し、この組合内の消防業務

を処理するため、既設の館林市消防本部・消防署を中核として昭和４５年４月１日に発足しました。

消 防 組 合 の 設 立


